

























バヴィツァス（村澤真保呂・森元斎訳） ギリシャ デフォルト宣言─ユーロ圏の危機と緊縮財政─ 河
出書房新社、 年 月 でのドイツ社会民主党元党首・左翼党元党首オスカー・ラフォンテーヌの緒
言、 ページ）。
また、 統合の深化を基本的に主張する田中素香も、その近著 ユーロ危機とギリシャ反乱 のなか
で、このところのギリシャへの 支援について、 の性格が、連帯より債権債務関係の重視へと変










田中素香は 年春 年 月の 度にもわたるユーロ危機の概要を表 のように整理
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）田中、同上書の第 章 ユーロ危機の展開と危機の 本質 では、 年から数年間に及ぶユーロ危
機を克明に整理し、手際よくまとめている。そこではこの間の危機を第 波（ 年 月 年
月）、第 波（ 年 月 年 月）、第 波（ 年 月 月）に分けて説明する。そのうえで、
田中はユーロ危機の原因について、銀行危機、政府債務危機、経済発展格差、ユーロ制度の欠陥という




激化要因であり、 本質 とは区別すべき と論じる（ ページ）。
表 第 波 第 波にわたるユーロ危機の概要
危機 第 波 小国危機 第 波 全面危機 第 波 制度危機
時期 年 月 年 月 年 月 年 月 年 月 月


































のもとで、 年 月にギリシャへの第 次支援策が決定される。この内容は、ギリシャ政









る構造改革策に対する国民の反発は激しく、 年 月 日の総選挙でついにチプラス政権
）ここでの説明は、同上書、 ページを参照。





から 年への延長、付加価値税の ％への引き上げ、公務員ボーナス ヶ月分の廃止（月収 ユーロ以
下の賃金の者には ユーロ支給） などの義務を課した（広岡裕児 騒乱─テロと右傾化の次に来る




図 ギリシャの実質 （ 年を とした値）
（原典）シンクタンク ブリューゲル
（出所）田中、同上書、 ページ。


















年 月 日に、チプラス政権はユーロ圏に ヶ月の融資延長を申し出た。 年 月
のトロイカによる第 次支援は 年の期間で認められており、 年 月末で終了予定で
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）同上書、 ページ。
）広岡、前掲書、 、 、 ページ。
シリザは 明らかにヨーロッパ主義者たち、つまり を内部から改革することができると本気で信じ
ている人々である たとえ交渉が困難であっても、ギリシャは欧州通貨同盟に残りながら緊縮財政を破
棄し、債務を大幅に削減することができると、信じているようだ （ ・フラスベック、 ・ラバヴィ
ツァス 村澤・森訳、前掲書、 ページ ）。
） の新 覇権国 ドイツの財務相のこの無神経、傍若無人は他のユーロ加盟国の不幸でなくて何であ
ろう （田中、同上書、 ページ）。
また、トマ・ピケティは 年 月 日付 ディー・ツァイト 紙でのインタビューで、 ドイツ政府
は債務を完済できないギリシャを道義的に批判するが、ドイツ政府自身債務を完済したことは一度もな
い と痛烈に批判している（竹森俊平 欧州統合、ギリシャに死す 講談社、 年 月、 ペー
ジ）。







銀行の資金繰りを支えてきたのであるが、 年 月 日にこの特例の撤廃を決定した。と
はいえ、ギリシャの中央銀行が市中銀行から国債等を担保に資金繰りを認める 緊急流動性




















事態がここに至り、 月 日午前 時 分にチプラス首相はトロイカ提案についての国民
投票の実施を表明し、ギリシャ議会は 月 日での投票実施を承認した。 が 日に
を見送ったため、ギリシャ政府は銀行の営業停止や海外への送金規制による資本移動




















（ ）財務相は辞任に追い込まれ ）、チャカロトス（ ）が
後任に就いた。
年 月中旬の攻防─イタリアでの報道を中心に─
国民投票の勝利により、チプラス政権は 月 日に へ新たな金融支援を求め、 月
日のユーロ圏緊急首脳会議においてギリシャへの第 次支援策が合意できた。ギリシャ
政府が 月 日までに主要な財政・年金改革法案を可決し の求める条件をすべて満たせ

























された 月 日のことだったという（同上書、 ページ）。
）似たような手法は 年のドイツがすでに経験している。すなわち、東西統一後に破綻状態にあった旧
東独国営企業の資産が 信託公社 基金に集約され、売却した歴史がある。つまり、過去の手法を今回の
ギリシャに適用したのである（ 日本経済新聞 年 月 日付）。





末になる。ところが、 月 日には （欧州中央銀行）への返済期限が到来するものが
あるために、資金返済のための小額の つなぎ支援 についても論じられた。欧州委員会の





































































り、 これは同盟ではなく、恐喝者の連合だ もっと欲しいものがあれば取っていけ！ と












）ギリシャを擁護したのは、オランド、レンチ、そしてドラギ（ 、 総裁）である。 チ
プラスに反対の全員が、彼の瀬戸際外交と彼の前閣僚ヴァルファキスに ヶ月もの間、腹を立てていた
（ ）。交渉のさなか、チプラスとの間をなんとか仲裁しようとするレンチに対して、メルケル





作りを支援したし、レンツィ伊首相も やり過ぎ だと漏らしたという ）。日本のマスコミ















オランド このアテネとベルリンの間を 架橋する兵士 （ ）は、ギリシャのユー










ユンケル 噂によれば、ユンケルがギリシャの国民投票で の投票をさせるために は
大きな譲歩を行ったと述べたことに対して、メルケルの逆鱗に触れた。とはいえ、
彼は常に ハト （ ）の側に立つことで、満足していた。彼はユーロ圏の
崩壊を回避することとドラギの心配を先取りすることを最大限優先していた。
レンチ ローマは主人公を演じてはいないし、仲介者の中心にもいない。けれども、今回は







も 首脳ですら ヨーロッパ人 になりきれないことが浮き彫りになった後味の悪い会議
だった と評する ）。さらに、 クルーグマンは、 ユーロ圏の要求一覧表は常軌を逸して















を落としてしまい 、交渉パートナーからは テロリスト 呼ばわりされた。そのことのた
めに、 チプラスのギリシャに対し欧州各国は仕返し を行ったと指摘する。こうして、 ギ
リシャ語の辞書に“約束”との文字のないシリザを敗北させた 。
ギリシャ政府は 月 日に実行される 億ユーロのつなぎ融資によって、給料・年金の支









表 にあるように、 月 日に、ギリシャはつなぎ融資のファースト・トランシュ 億
ユーロを獲得する。これにより、ともに返済期限がきれた、 への 億ユーロ、
への 億ユーロを返済する。さらに、 月 日にギリシャ議会は、民事訴訟手続きに関する
新たな法規、銀行破産についての 指令（銀行健全化指令）の受け入れ、という二つの改
革案を承認せねばならない。これらにより、いっそう厳しい年金改革から商店の日曜日営業


























月 日 ギリシャがつなぎ融資のファースト・トランシュを獲得 億ユーロ に
億ユーロ、 に 億ユーロの返済義務（すでに期限切れ）














のラファザニス（ ）は 法案を通過させない方法を求める とし、シ
リザ内部からは 名の造反議員が出ると予想された。また、連立を組んだ独立ギリシャ









は、もはや、それ以外の道はなかった ） とされる。ギリシャ議会は、 月 日に財政支援
の条件とされた財政改革法案をなんとか可決することができた。野党諸党派の賛成も得て賛




交通ならびに薬剤師のストライキ ）が始まる。 時に金融副大臣 ）が辞
任、その一時間後に同省事務総長 辞任、 時に前金融大臣のヴァルフ
アキスが改革案を 新ベルサイユ条約 と非難、同じ頃シリザ中央委員 名（総数は
名）がシリザの最高会議を直ちに開催するよう文書で要望、そして 時にはシリザの会議で


























いる。さらに、 はギリシャの に占める債務の比率が 年の ％から今後 年
間は ％に達すると予想している ）。 がこの時点になって、このような内容の報告書
を発表したことについて、竹森は、（ ）トロイカの一員としての 、そして（ ）世界






の計算によると、 年の 年間でのギリシャ救済総額 億ユーロのうち（表
）、 億ユーロすなわち ％が既存債務の返済と利子支払いである。 億ユーロ























計 億ユーロのなかで（表 ）、 億ユーロが （ 億）や （ 億）への










ギリシャ議会は 月 日に（前掲の表 を参照）、銀行の破綻処理手続きや民事訴訟手続
きを 基準に近づけるための財政改革法案の第 弾を可決した ）。表 に見られた通り、
はギリシャの大手銀行のために最大で 億ユーロの資本注入を行うが、その過程で不
良資産の売却や業界再編に迫られるであろうことからここで銀行の破綻処理手続きを明確に
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）
）賛成 票、反対は 票。シリザ議員（ 人）の 人が反対したが、最大野党の新民主主義党（ ）
など 寄りの野党が賛成に回った。
）賛成 票、反対 票、棄権・欠席が 票であった。今回も親 の野党の賛成を得て、なんとか可決す
ることができた。














い国内と国外向け発言を使い分ける 二枚舌 ） であったとしても、ドイツならびにトロイ
カがギリシャに対して行った諸対策はあまりにも酷い。
はもはや ヨーロッパ人を創るという野心を放棄したかのようであり 、 国民不在の
単一組織として存続するのなら 民主主義を弱体化しヨーロッパの実質的解体に利するで







何より、 年のギリシャ支援に象徴される 問題の解決に当たって、 さらに欧州
を との主張はウルリッヒ・ベックも指摘するように ）、今日の 加盟国の社会では賛同
が得られにくくなっている。そのことは、何よりも 年 月 日のイギリスの 離脱決
定との国民投票結果からも明白となった。 危機の表層では、金融・財政問題などが焦点
になっているが、問題の深層には欧州の連帯そのものが問われている。そして、その必要と
） 日本経済新聞 、 年 月 日付。
）エマニュエル・トッドは ギリシャに課そうとする官僚支配はまるでファシズムで欧州連合（ ）崩壊
への第一歩にみえる 欧州は向かうのは均質化ではなく階級化だ。独が頂点に立ち、民主主義が終幕に
近づく と問題の本質を端的に論じている（ 日本経済新聞 、 年 月 日付）。
） “



















アンソニー・ギデンズ（脇坂紀行訳） 揺れる大欧州─未来への変革のとき─ 岩波書店、 年
月（
）
尾上修吾 欧州財政統合論─危機克服への連帯に向けて─ ミネルヴァ書房、 年 月
ロジャー・ブートル（町田敦夫訳） 欧州解体─ドイツ一極支配の恐怖─ 東洋経済新報社、
年（
マーティン・ウルフ（遠藤真美訳） シフト ショック 早川書房、 年 月（
）
ハイナー・フラスベック、コスタス・ラバヴィツァス（村澤真保呂・森元斎訳） ギリシャ デ
フォルト宣言─ユーロ圏の危機と緊縮財政─ 河出書房新社、 年 月（
）
エマニュエル・トッド（堀茂樹訳） ドイツ帝国 が世界を破滅させる 日本人への警告 文春
新書、 年 月
竹森俊平 欧州統合、ギリシャに死す 講談社、 年 月
田中素香 ユーロ危機とギリシャ反乱 岩波新書、 年 月
広岡祐児 騒乱─テロと右傾化の次に来るもの─ 新潮選書、 年 月
など。
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